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2019みんながつくる みんなでつくる みんな安心･福祉のまち

山鹿市社協だより

この社協だより「キャッチボール」は、共同募金配分金の一部を活用させていただいています。

夏

発行／社会福祉法人 山鹿市社会福祉協議会
〒861-0531　熊本県山鹿市中578番地　TEL:0968-43-1134　FAX:0968-36-9310

社協だより「キャッチボール」では、地域で頑張っている方の
お写真を募集しています。詳しくはお問い合わせ下さい。

E-mail:yamaga@yamasha.or.jp　URL:http://www.yamaga-shakyo.com/ 検 索
●鹿本支所 ☎４６-２２０６
●鹿央支所 ☎３６-３８１１

●鹿北支所 ☎３２-２６９６
●菊鹿支所 ☎４８-５０６０

●本所・山鹿支所
　　☎４３-１１３４

●やまが成年後見センター
　　　☎３６-９２１１

会長あいさつ／令和元年度重点目標……………②
令和元年度事業計画・予算………………………③
ボランティアセンター情報………………………④
ふれあいサロン紹介（鹿央地域)…………………⑤
支所だより……………………………………⑥・⑦
鹿央デイサービスセンター/山鹿ヘルパーステーション…⑧
山鹿居宅介護センター事業紹介/市民後見人養成講座受講生募集…⑨
心配ごと相談予定表／心配ごと相談員研修会…⑩
ふれあいサロンボランティア養成講座受講生募集…⑩
高校生のための保育ボランティア講座…………⑩
ご寄付者紹介………………………………………⑪
１日親と子のつどい事業開催……………………⑫
福祉実態調査へのご協力のお願い………………⑫

夏 1日親と子のつどい事業開催！1日親と子のつどい事業開催！
内　容　中学生以下のお子さんがいらっしゃるひとり
　　　　親家庭等に日帰り旅行を楽しんでもらうこと
　　　　を目的に企画しました。
　
日　程　８月１８日（日）グリーンランド（荒尾市）
　
定　員　１６０名（先着順）
　
対　象　山鹿市内在住のひとり親家庭の方
　　　（親子で参加が可能な方）
　
参加費　大人・中学生　１,０００円
　　　（小学生以下 ５００円　※3歳未満は無料）
　
申込期間　7月１日～７月３１日
　　　　　※先着順のため、定員に達し次第締切りとなります
　
募集要項　①代表者の氏名･住所･電話番号
　　　　　②参加人数
　　　　　③参加者全員の氏名・性別・年齢
　　　　　上記を記入の上、メール・ＦＡＸ・はがきで
　　　　　申し込みください。
　
　ハガキ／〒861-0406  山鹿市菊鹿町下内田2065-1
　メール／info@airakanko.co.jp
　ＦＡＸ／0968-48-3744

※天候等によりツアーの内容が一部変更になる場合もございます。また、台風等により中止となる場合もあり
　ますのでご了承ください。
※お子様の年齢や身長（120㎝未満）によって利用できるアトラクションに制限があります。

イベント企画：山鹿市社会福祉協議会

問い合わせ・申し込み・支払先

株式会社あいら観光

TEL.0968-48-3888　FAX.0968-48-3744
http://www.airakanko.co.jp

旅行企画・実施/㈱あいら観光
熊本県知事登録第2-169
旅行業取扱管理者：宇野和廣
取扱事務局/熊本県山鹿市菊鹿町下内田2065-1
（一社　全国旅行業協会　正会員）

福祉実態調査へご協力のお願い福祉実態調査へご協力のお願い福祉実態調査へご協力のお願い
　本会では、毎年各地域の民生委員児童委員様にご協力いただき、下記の方を対象に福祉実態調査を実
施しております。
　この調査は、山鹿市における要援護者の把握並びに災害時要援護者の支援及び平常時の見守り体制の
確立、新たなニーズへの対応を図ることを目的に毎年実施しております。
　７月から、担当の民生児童委員様が、調査のため対象世帯を訪問され
ますので、ご理解・ご協力のほどお願い申し上げます。
　ご協力いただいた個人情報の取り扱いに関しては、同意を得たうえで
慎重に取扱い致します。
　不明な点等ございましたら本会までお問い合わせください

調 査 対 象 者

①独居高齢者世帯（６５歳以上）
②高齢者世帯（６５歳以上）
③ひとり親世帯（母子世帯・父子世帯等）
④要援護者世帯（介護が必要な方がおられる世帯）
⑤その他の要援護者世帯（何らかの支援が必要と思われる世帯）

＜調査様式＞

　菊鹿小学校４年生(現５年生)がふれあいサロン
を訪問しました。あやとり等の遊びを教えてもら
った後はみんなで、はいポーズ！

※詳細は７ページの菊鹿支所だよりへ
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令和元年度　重 点 目 標
１．第３期地域福祉活動計画の推進
２．経営健全化計画の推進
３．本所等の事務所移転に関する検討
４．地区座談会・福祉学習会の開催
５．総合相談・生活支援体制づくり
６．介護保険事業所等の安定的経営

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　
　
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

会
　
長

　
栗
　
原
　
辰
　
也

　
新
緑
の
候
を
経
て
、
日
増
し
に
暑
さ
厳
し
い
初
夏
を
迎
え
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
並
び

に
本
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
各
種
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
、
家
族
・
地
域
社
会
と
の
関
係

性
の
変
化
等
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
社
会
的
孤
立
、

虐
待
、
引
き
こ
も
り
、
生
活
困
窮
等
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
・
医
療
・

介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
制
度
・
分
野
ご
と
の
「
縦
割
り
」
や

「
支
え
手
」
「
受
け
手
」
で
は
な
く
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な

主
体
が
「
我
が
事
」
と
し
て
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代

や
分
野
を
超
え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
「
地
域
共

生
社
会
の
実
現※

１
」
を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て

も
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
及
び
「
社
協
・
生
活

支
援
活
動
強
化
方
針
（
行
動
宣
言
と
第
２
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
）
：
全
社
協
」
に
基
づ
き
、
本
会
の
基
本
理
念
「
み
ん
な
が
つ
く

る
　
み
ん
な
で
つ
く
る
　
み
ん
な
安
心
・
福
祉
の
ま
ち
」
の
実
現
を

目
指
し
、
「
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
着
実
な
実
行

並
び
に
多
様
化
す
る
生
活
課
題
・
福
祉
課
題
に
対
し
て
、
そ

の
解
決
に
向
け
た
個
別
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
福
祉
人

材
の
育
成
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を

住
民
参
画
の
も
と
に
強
化
し
、
行
政
、
社
会
福
祉
法
人
、
関

係
機
関
・
団
体
等
と
の
更
な
る
連
携
に
よ
り
地
域
福
祉
活
動

を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
制
度
改
正
に
伴
う
減
収
や

職
員
不
足
等
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
事
業

体
制
の
再
構
築
並
び
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
ま

す
。

　
社
協
運
営
に
関
し
て
は
、
会
費
・
寄
付
金
や
補
助
金
・
委

託
金
、
そ
の
他
の
財
源
の
安
定
的
確
保
並
び
に
事
務
事
業
の

見
直
し
を
「
経
営
健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
山
鹿
市
よ
り
「
本
所
等
の
事
務
所
移
転
に
係
る
要

請
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
に
基
づ
き
児
童
支
援
事
業
所
「
こ

じ
か
園
」
及
び
本
所
・
山
鹿
支
所
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の

移
転
に
関
し
、
事
務
所
建
設
も
含
め
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
日
増
し
に
暑
さ
厳
し
い
日
々
と
な
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
方
に
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
に
て
お
暮
ら
し
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令和元年度　重 点 目 標

※

１
「
地
域
共
生
社
会
」
と
は

　
　
　
制
度
・
分
野
ご
と
の「
縦
割
り
」や「
支
え
手
」「
受

　
　
け
手
」
で
は
な
く
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主

　
　
体
が
「
我
が
事
」
と
し
て
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と

　
　
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が

　
　
る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が

　
　
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
社
会
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月の心配ごと相談予定表月の心配ごと相談予定表月の心配ごと相談予定表7・8・97・8・97・8・9
事前予約が必要です。
法律相談、司法書士相談相談時間は午前9時～正午。

（法律・司法書士相談は、午前10時～正午）
どこの支所でも相談に応じます。

相談無料相談無料

７
月

８
月

９
月

1

24
法律相談

22
法律相談

2622
法律相談

法律相談
（午後もあります）

23

法律相談

法律相談

27

司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）

司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）一般相談

5
一般相談

2
一般相談

2
一般相談

6
一般相談

3
一般相談

3
一般相談

7
一般相談

4
一般相談

4
一般相談

1
一般相談

5
一般相談

5
一般相談

2
一般相談

6
一般相談

19

20

16

16
司法書士相談
（登記関係）

21
司法書士相談
（登記関係）

9
司法書士相談
（成年後見･多重債務・

登記関係）
司法書士相談
（登記関係）

※本所・山鹿支所の法律相談は、偶数月は午前10時～午後3時まで延長します。
※一般相談は予約制ではありませんので、お待ち頂く場合がございます。

ふれあいサロンボランティア養成講座

日　　時　７月２２日（月）
　　　　　午後２時～
会　　場　山鹿健康福祉センター
募集人数　山鹿市内の高校生３０人程度
保 険 料　３５０円（ボランティア活動保険料）
申込み先　やまがファミリー・サポート・センター
　　　　　電話44-8800

心配ごと相談員研修会を
開催しました。

　ふれあいサロンを支えていただくボランティアの養成講
座を開催します。
　地域の為に、又自分自身の為に活動いただける方は、社
協の各支所迄ご連絡下さい。お待ちしております。
■１日目（講話）
　　日時：７月２４日（水）午後１時３０分～
　　場所：鹿本ふれあいセンター
■２日目（体験）
　　日時：７月２５日～８月３１日のうち１日
　　場所：希望する地域のサロン

保育ボランティアに興味がある人大募集保育ボランティアに興味がある人大募集保育ボランティアに興味がある人大募集






児童福祉事業収入
1,803万3千円

障害福祉サービス等
事業収入1,849万4千円

会費収入 1,545万6千円

寄付金収入
850万円

分担金収入349万7千円

その他の収入
139万6千円

積立資産取崩収入
796万7千円

受取利息
配当金収入
7万4千円

繰越金
1億7,921万6千円 法人運営費

　6,338万6千円

地域福祉事業費
4,211万8千円

ボランティア
センター事業
175万3千円

施設管理費
7,594万8千円

⎛訪問介護・訪問入浴介護事業　　　⎞
⎝居宅介護支援事業・老人デイサービス事業⎠

成年後見センター事業費
2,693万9千円

共同募金配分金による
事業費 665万6千円

当期末支払資金残高
（繰越金）
1億6,678万3千円

予備費
100万円収入

5億9,984万 5億9,984万
支出

（単位/円）（単位/円）

●社協会費・寄付金・共同募金配分金で実施する主な事業

●山鹿市 及び 熊本県社協からの受託事業

●自主事業

※熊本県共同募金会 山鹿市共同募金委員会事務局も行っています。

人材育成のために

高齢者・障がい者への支援 ひとり親家庭等支援のために 子育て支援のために その他

みんなで支えあう
地域づくりのために ボランティアセンター事業 心配ごと相談

71万7千円 1,825万3千円 244万7千円

377万1千円 173万5千円 17万9千円

138万7千円

264万6千円

●子どもボランティアリーダー養成講座
●ワークキャンプ
●ボランティア講座
●高校生のための保育ボランティア講座
●災害ボランティア講座
●子育てサポーター養成講座
●音声訳ボランティアフォローアップ研修

●ボランティア活動の需給調整 
●ボランティア連絡協議会との連携 
●ボランティア団体の活動支援 
●災害ボランティア体制の整備 
●防災のつどい 

●生活支援サポートセンター事業
●音声訳録音による情報の提供
●はつらつ百年塾

●福祉実態調査　●座談会 
●小地域ネットワーク事業 
●福祉協力員の設置と育成
●地区社協、校区社協支援
●見守りネットワーク活動
●あったか地域活動支援
●共同募金地域配分
●民生児童委員との連携
●高齢者等見守り支援体制事業

●子育てサロンの支援
●子育てサポーター派遣事業
●子育て支援研修会

●一日親と子のつどい
　（親子旅行）
●小学校入学・中学校卒業祝い
（図書カードの寄贈）

●一般相談
●司法相談
●法律相談

●広報紙（キャッチボール）の発行
●ホームページの運用 
●福祉団体への助成 
●福祉機器の貸与 
●供養事業 

　平成3１年3月 理事会と評議員会を開催し、令和元年度の事業計画と予算が議決されました。
　地域社会における生活課題や福祉に対するニーズは複雑・多様化する中で、その解決にあたっては、公
的サービスだけでなく、地域での支え合いや、ＮＰＯ、社会福祉法人、民間事業所等の協力のもとに、安
全・安心な暮らしづくりを地域全体で進めることが重要になっています。誰もが住み慣れた地域で安心し
て暮らせる地域社会の実現に向け、福祉人材の育成、地域における見守りﾈｯﾄﾜｰｸ活動を住民参画のもとに
強化し、行政や各関係機関との更なる連携により地域福祉活動を展開いたします。

●センター管理事業………………… 6,107万4千円
●ふれあいサロン事業………………… 988万5千円
●生活福祉資金貸付事業 ……………… 242万2千円
●地域福祉権利擁護事業 ………………  264万3千円

●生活支援サポートセンター事業(一部受託)…107万3千円
●ファミリー・サポート・センター事業………… 298万円
●成年後見事業（一部受託）……………………509万4千円

補助金収入
35,568,000
補助金収入
3,738万8千円

福祉タクシー
事業費　66万3千円

障害児通所
支援事業費
1,315万8千円

令和元年度 事業計画と予算が決まりました

⎛介護保険事業　　　⎞
⎝障害者総合支援事業⎠
⎛介護保険事業　　　⎞
⎝障害者総合支援事業⎠

⎛訪問介護・訪問入浴介護事業　　　⎞
⎝居宅介護支援事業・老人デイサービス事業⎠

令和元年度 事業計画と予算が決まりました

●成年後見センター事業 2,062万6千円(成年後見事業1,778万6千円・地域福祉権利擁護事業284万円)
●介護保険等事業 2億812万9千円（居宅介護支援・訪問介護・通所介護・福祉タクシー事業　他）
●障害児通所支援事業 1,349万7千円（こじか園）  

介護保険事業等収入
　　2億1,075万4千円
介護保険事業等収入
　　2億1,075万4千円

事業収入
1,389万4千円
事業収入
1,389万4千円

受託金収入
8,517万1千円
受託金収入
8,517万1千円

介護保険・
障害福祉サービス事業費
　　　2億143万6千円

介護保険・
障害福祉サービス事業費
　　　2億143万6千円

　4月19日に心配ごと相談員研修会を開催
し、一般相談員23名の方が参加されました。
　今回は、山鹿簡易裁判所及び山鹿調停協
会の協力を頂き、調停制度について模擬調
停を交えた研修を実施しました。申立人、
相手方の話を聞くことで、双方が納得のい
く答えを導き出せることがあるということ
を学ぶことが出来ました。
　この研修会で学んだことを糧に、今後の
相談業務に活かして頂きたいと思います。

受講生募集 !!
～余暇時間の活用をしてみませんか？～

高校生のための保育ボランティア講座
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


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


センター情報センター情報ボランティアボランティア
ボランティア講座開催

　ボランティアに関する視点や技術の習得、ボランティアへの興味関心を高めることを目的として４
月１７日（水）にボランティア講座を開催しました。 
　今回は、“傾聴ボランティアくまもと”の中村先生を講師としてお招きし、レクリエーションを交
えながら傾聴の意義・役割や基本的な心構えを学ぶことができました。その後、山鹿市ボランティア
連絡協議会鹿央支部の壇支部長より実践発表がありました。これまでの活動報告からボランティアに
懸ける熱い思いを述べられ、最後はギター演奏で
盛り上がりました。参加者の方からは､｢大変勉強
になった。人のために山鹿市のために役に立ちた
い｡｣「職場から離れ、これからは区民の方々のお
世話がしたい｡」｢サロンでの接し方でも十分気を
つけたい｡」などの感想が寄せられました。 
　今回受講された皆様と一緒に山鹿でのボランテ
ィア活動がより良い方向に進んでいくように、ボ
ランティアセンターも頑張っていきます。

NPO法人山鹿もてなしたいが課題解決型学習で城北高校へ
　NPO法人山鹿もてなしたいの山本博さんが城北高校で講
師として約１カ月にわたる体験学習を実施されました。
　5月20日からスタートした講座は、グループワークを通
して解説話法や対話話法、自慢話法を知り、山鹿市の観光
案内に展開していきます。１分間のふる里自慢漫才や八千
代座に足を運んでの実習で高校生は課題解決能力がついて
きます。参加したのは医療福祉科の生徒です。山鹿の今を
見つめて考えた経験は将来、地域福祉にかかわる中できっ
と活かしていくことができます。

学校との意見交換会
　小中学校や高校と連携して福祉教育事業に取り組ん
で行くことを目的として、５月より各支所管内で学校
の先生方と意見交換を行っております。今年度も子ど
もボランティアリーダー養成講座やワークキャンプ、
疑似体験やサロン交流など子ども達に地域福祉を学ん
で頂く機会をつくっていく予定です。
　学校カリキュラムとのつながりやイベントの周知方
法などにおいて様々なご意見を頂きました。今後も連
携をより一層深められるよう取り組んで参ります。

　“山鹿居宅介護センター”は、ケアマネジャー11名で、様々な相談や依頼に対して迅速に対応し、

介護を必要とされる方が､自宅で適切にサービスを利用できるように、心身の状況やご本人・ご家族の

意向等に沿ってのケアプラン作成や、サービスを提供する各事業所との連絡・調整を行っています。

当事業所は、社会福祉士・看護師・歯科衛生士・介護福祉士とケアマネジャーになるための基礎資格

も多様で、職員同士の自己研鑽にも

日々努めております。

　居宅といってもなかなかなじみが薄

く、ケアマネジャーという名称でご存

知の方も多いと思います。今後さらに

地域のみなさまに貢献できるよう、山

鹿市社会福祉協議会のモットーである

「みんながつくる、みんなでつくる、

みんな安心・福祉のまち」を目標に、

頑張っていきたいと考えております。

目　　的　市民後見人に対する関心と理解を深めていただくとともに、判断能力が不十分な方が成年
　　　　　見制度を適正に利用できる仕組みづくりを進めるために市民後見人養成講座を開催します。
　
対 象 者　山鹿市に住所があり、ボランティア精神
　　　　　を持ち、社会貢献への意欲と熱意のある
　　　　　方で、成年後見制度に関心のある方及び
　　　　　将来市民後見人として活動できる方
　
定　　員　実践編１０名
　
募集期限　７月１８日（木）まで
　
受 講 料　無料
　
日　　程　＜基礎編：どなたでも受講できます！＞　
　　　　　７月２０日（土）９：００～１２：００
　　　　　※基礎編を受講され、関心を持たれた方は引き続き実践編を受講することができます。
　　　　　＜実践編＞　第１回　７月２７日（土）　９：００～１６：１０
　　　　　　　　　　　第２回　８月 ３ 日（土）１０：００～１７：００
　　　　　　　　　　　第３回　８月１０日（土）１０：００～１５：１０
　
会　　場　鹿本市民センターひだまり他

山鹿居宅介護センター

申込み・問い合わせ先
　山鹿市社会福祉協議会　やまが成年後見センター　TEL0968-36-9211

～観光ボランティア養成講座～

山鹿市宗方通105
ＴＥＬ（0968)36-9820

「市民後見人養成講座」受講生募集「市民後見人養成講座」受講生募集「市民後見人養成講座」受講生募集
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山鹿市鹿本町来民962-2
TEL（０９６８）４６－２２３２

〈鹿央地域〉
サロン数

参加者数

ボランティア数

26ヵ所

409名

60名

ふれあいサロン紹介ふれあいサロン紹介
　山鹿市では、生きがいづくりや仲間づくり、高齢者の閉じこもり
防止を目的に、「ふれあいサロン」を開催しています。
　この事業は、地域の高齢者の集いの場となっており、毎月レクリ
エーションや茶話会、食事会等地域の特色を生かし実施されていま
す。また、サロンを支えているのは、各地区のボランティアさんです。
　現在、１６７ヵ所でサロンが実施されています。今回は、鹿央地
域のふれあいサロンをご紹介します。

千
田
校
区

米
野
岳
校
区

山
内
校
区

体操・レクリエー
ションした後は茶話会で
みんなでカンパ～イ!!

みんなで昔の歌
を歌ってます♪

身体動かして、いっぱい
笑ってリフレ～ッシュ!!

　鹿央デイサービスセンターでは、送迎・入浴・食事などの生活上の援助や
理学療法士による機能訓練や地域との交流・季節行事活動やレクリエーショ
ンなどを行うことにより、ご本人の心身機能の維持・向上を目指しています。
介護者の負担軽減に努め、人との交流で楽しみのある生活を提供します。

特殊浴槽と一般浴槽があり、身
体に不自由な方も安心して入浴
頂けます。

機能訓練指導員（理学療法士）がご本人
にあったリハビリをおこなっています。

　当事業所では、栄養バラン
スや彩り、食べやすさや利用
者様の嗜好を考えながら、
様々な工夫をし、おいしい食
事を提供しています。

　ホームヘルパーというと「家政
婦さん」「お手伝いさん」のよう
なイメージを持たれる方もいらっ
しゃるかもしれませんが、ヘルパ
ーは単に困っていることのお手伝
いやできないことの代行をするだ
けではありません。
　山鹿ヘルパーステーションでは、
高齢者の方や障がいをお持ちの方
が、住み慣れたご自宅でいつまで
も暮らしていけるように、生活援
助(掃除・買い物・調理等)や身体
介護(入浴介助､食事介助､排泄介
助等）を通した自立支援サービス
を提供させていただいております。
　利用者様のできること、できな
いことを見極めて、利用者様の力
を最大限発揮することができるよ
う、心身の両面から自立に向けた
サポートを行ってます。 お気軽にご相談ください。お気軽にご相談ください。

中央サロン
毎月 第2水曜日開催　
参加者13名　ボランティア7名

大浦サロン
毎月 第1木曜日開催　
参加者24名

姫井団地サロン
毎月 第1日曜日開催　
参加者7名　ボランティア2名

下原サロン
毎月 第3金曜日開催　
参加者12名　ボランティア7名

持松東サロン
毎月 第2・第4金曜日開催　
参加者13名　ボランティア4名

壁には、それ
ぞれ

塗った絵を飾
って

ますよ～！

今年97歳！！見えません！元気バリバリ！
鹿央地域のサロン参加者の中で1番のご長寿です。

ビーチバレーで身体も動かしながら声も出しながら
そ～れ～っ！つい、ムキになるところも面白いです♪

 内容（おおまかな１日の流れ）
　①自宅へお迎えします｡
②健康チェック
③食事
④入浴（一般浴・機械浴）
⑤リハビリ
（理学療法士による集団及び個別訓練）
⑥レクリエーション
⑦自宅へお送りします。

見学・半日体験受付中 !!
スタッフ大募集中 !!

随
時

まずは見学に来てみませんか？
希望される方は気軽にお問い合わせください。

未経験者の方でも大歓迎！
勤務日数・時間はご相談に応じます。
まずはお気軽にお問い合わせください。

～安心してご利用いただける事業所を目指して～

鹿央デイサービスセンター
（通所介護事業） 山鹿市鹿央町合里１６０８　

ＴＥＬ：（０９６８）３６－３８１１

上岩原サロン
毎月 5日開催　
参加者23名　ボランティア6名

皆で七夕飾りも
してますよ～!!
毎年近くの七夕神社
へ飾ってます!

地域の方からの
スイカの差し入
れで、乾いた喉
も潤います！
うまかぁ～♪
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　桜の花が満開の中、4月4日に和やかな雰囲気で､参加者18名(内男性6名)
ボランティア11名で実施されました。
　女性だけの時と違った楽しさや話題
があり、久しぶりに会う方々で話も弾
みました。
　終了時には、男性に机の片付け等協
力いただき大変助かりました。その後
も､｢私も入れて～入れて～」と参加者
が増えている状況です。無理する事な
く、楽しいサロンを永く続けていけます様に。
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2地区の『ふれあいサロン』新規立ち上げがありました

柏ノ木サロン誕生
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菊鹿小・菊鹿中の福祉教育への取り組み

　5月1日、駅通地区の花植え活動に3名の鹿本中生ボランティアが
参加し、地域の方と一緒に活動しました。
　鹿本中学校では特に昨年度より積極的に生徒の地域でのボランテ
ィア活動を推進されてます。
　鹿本地区の皆さん、地域の
行事で手伝ってもらいたい
ことはありませんか？

学校と地域がWin－Win の関係になるように
鹿本中生が地域の活動をお手伝いします！

　久野区では、4月29日に毎年恒例の久野フェスタ（第10回）が開
催され、約40名の参加がありました。
　プログラムは、消防署の指導による消火訓練・心肺蘇生法に始まり、
鹿本三線会の演奏やカラオケ大会、ビンゴゲームなど盛りだくさん。

会場は拍手や笑い声であふれて
いました。
　また、昼食にはカレーや焼きそば、焼き鳥などが振舞われ、美味しい
料理に参加者同士の会話も弾みました。
　林区長は、「あいにくの雨でしたが、子どもからお年寄りまで参加し
てもらい、大盛況でした。フェスタを楽しみに帰省される人もいるので、
これからも区民協力のもと続けていきたいです。」と話されました。

～住民・地元出身者が大集合！～

　昨年、区長さんの声をきっかけに地域福祉及びサロン学習
会を開催させていただき、今年4
月10日に新しく「柏ノ木サロ
ン」が立ち上がりました。「以前
と比べ、住民同士が集まる機会が
減りみんなで話すことも少なくな
った。」と区長さん。初回のこの
日は12人が参加され、会話も弾
み笑顔あふれるサロンとなりました。代表の草野さんは、「無理なく
やれる範囲でやれることを。これから少しずつ参加してくれる人が増
えるとうれしいです。」と話されました。

～八幡校区『宮苑サロンさくら』～

平成最後の久野フェスタ

鹿本中
中学生が考えているボランティア活動
　○お年寄りとの交流
　○幼児・小学生との交流
　○清掃活動、花植・・・など

地域

まずはご連絡ください
＜お問い合わせ先＞

安谷美智子さん(鹿本中との調整役)
電話：46－2507

何か手伝って
ほしいなぁ…

　ボランティアはあまりやったこと
がなかったけど、これからも色々な
人に喜んでもらえるように、力にな
れるように、ボランティアをやって
行きたいと思いました。

　　　　３月８日に菊鹿小学校４年生が太田地区のふれあいサロンを
訪問し、歌などの学習発表をし、高齢者との交流を通して体験学習を
行いました。核家族化が進む中で貴重な体験となった子どもたちやサ
ロン参加者は「２時間があっという間だった」「もっと遊びを教えて

ほしかった」などの声が聞かれ、
賑やかな時間を過ごしました。
　また３月15日には、菊鹿中学
校１年生が車椅子やアイマスク、
高齢者疑似体験の器具を用いて体
験学習を行いました。体験後には「想像以上に高齢者や障害を持ってい
る人は大変だと分かった」「困っている人がいたら手伝いたい」などの
感想が聞かれました。
　これからの菊鹿町を担っていく子どもたちへの成長の糧になるような
福祉教育のお手伝いが出来ればと思っています。

　６月20日13時30分～サロンを開始されました。
参加者15名（内男性５名）ボランティア２名（内男性１名）です。
　伊豆永区長の「皆が集える場所や時間があるととても良い」という思
いの中で、希薄になっている人間関係を少しでも残せるようにとサロン
が立ち上げられました。
　今後も、サロンがきっかけとなり、地区のつながりがこれまで以上の
ものになることを願っています。

～川辺校区　桑の迫『桑の迫ふれあいサロン』～
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　桜の花が満開の中、4月4日に和やかな雰囲気で､参加者18名(内男性6名)
ボランティア11名で実施されました。
　女性だけの時と違った楽しさや話題
があり、久しぶりに会う方々で話も弾
みました。
　終了時には、男性に机の片付け等協
力いただき大変助かりました。その後
も､｢私も入れて～入れて～」と参加者
が増えている状況です。無理する事な
く、楽しいサロンを永く続けていけます様に。
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2地区の『ふれあいサロン』新規立ち上げがありました

柏ノ木サロン誕生
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菊鹿小・菊鹿中の福祉教育への取り組み

　5月1日、駅通地区の花植え活動に3名の鹿本中生ボランティアが
参加し、地域の方と一緒に活動しました。
　鹿本中学校では特に昨年度より積極的に生徒の地域でのボランテ
ィア活動を推進されてます。
　鹿本地区の皆さん、地域の
行事で手伝ってもらいたい
ことはありませんか？

学校と地域がWin－Win の関係になるように
鹿本中生が地域の活動をお手伝いします！

　久野区では、4月29日に毎年恒例の久野フェスタ（第10回）が開
催され、約40名の参加がありました。
　プログラムは、消防署の指導による消火訓練・心肺蘇生法に始まり、
鹿本三線会の演奏やカラオケ大会、ビンゴゲームなど盛りだくさん。

会場は拍手や笑い声であふれて
いました。
　また、昼食にはカレーや焼きそば、焼き鳥などが振舞われ、美味しい
料理に参加者同士の会話も弾みました。
　林区長は、「あいにくの雨でしたが、子どもからお年寄りまで参加し
てもらい、大盛況でした。フェスタを楽しみに帰省される人もいるので、
これからも区民協力のもと続けていきたいです。」と話されました。

～住民・地元出身者が大集合！～

　昨年、区長さんの声をきっかけに地域福祉及びサロン学習
会を開催させていただき、今年4
月10日に新しく「柏ノ木サロ
ン」が立ち上がりました。「以前
と比べ、住民同士が集まる機会が
減りみんなで話すことも少なくな
った。」と区長さん。初回のこの
日は12人が参加され、会話も弾
み笑顔あふれるサロンとなりました。代表の草野さんは、「無理なく
やれる範囲でやれることを。これから少しずつ参加してくれる人が増
えるとうれしいです。」と話されました。

～八幡校区『宮苑サロンさくら』～

平成最後の久野フェスタ

鹿本中
中学生が考えているボランティア活動
　○お年寄りとの交流
　○幼児・小学生との交流
　○清掃活動、花植・・・など

地域

まずはご連絡ください
＜お問い合わせ先＞

安谷美智子さん(鹿本中との調整役)
電話：46－2507

何か手伝って
ほしいなぁ…

　ボランティアはあまりやったこと
がなかったけど、これからも色々な
人に喜んでもらえるように、力にな
れるように、ボランティアをやって
行きたいと思いました。

　　　　３月８日に菊鹿小学校４年生が太田地区のふれあいサロンを
訪問し、歌などの学習発表をし、高齢者との交流を通して体験学習を
行いました。核家族化が進む中で貴重な体験となった子どもたちやサ
ロン参加者は「２時間があっという間だった」「もっと遊びを教えて

ほしかった」などの声が聞かれ、
賑やかな時間を過ごしました。
　また３月15日には、菊鹿中学
校１年生が車椅子やアイマスク、
高齢者疑似体験の器具を用いて体
験学習を行いました。体験後には「想像以上に高齢者や障害を持ってい
る人は大変だと分かった」「困っている人がいたら手伝いたい」などの
感想が聞かれました。
　これからの菊鹿町を担っていく子どもたちへの成長の糧になるような
福祉教育のお手伝いが出来ればと思っています。

　６月20日13時30分～サロンを開始されました。
参加者15名（内男性５名）ボランティア２名（内男性１名）です。
　伊豆永区長の「皆が集える場所や時間があるととても良い」という思
いの中で、希薄になっている人間関係を少しでも残せるようにとサロン
が立ち上げられました。
　今後も、サロンがきっかけとなり、地区のつながりがこれまで以上の
ものになることを願っています。

～川辺校区　桑の迫『桑の迫ふれあいサロン』～
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山鹿市鹿本町来民962-2
TEL（０９６８）４６－２２３２

〈鹿央地域〉
サロン数

参加者数

ボランティア数

26ヵ所

409名

60名

ふれあいサロン紹介ふれあいサロン紹介
　山鹿市では、生きがいづくりや仲間づくり、高齢者の閉じこもり
防止を目的に、「ふれあいサロン」を開催しています。
　この事業は、地域の高齢者の集いの場となっており、毎月レクリ
エーションや茶話会、食事会等地域の特色を生かし実施されていま
す。また、サロンを支えているのは、各地区のボランティアさんです。
　現在、１６７ヵ所でサロンが実施されています。今回は、鹿央地
域のふれあいサロンをご紹介します。

千
田
校
区

米
野
岳
校
区

山
内
校
区

体操・レクリエー
ションした後は茶話会で
みんなでカンパ～イ!!

みんなで昔の歌
を歌ってます♪

身体動かして、いっぱい
笑ってリフレ～ッシュ!!

　鹿央デイサービスセンターでは、送迎・入浴・食事などの生活上の援助や
理学療法士による機能訓練や地域との交流・季節行事活動やレクリエーショ
ンなどを行うことにより、ご本人の心身機能の維持・向上を目指しています。
介護者の負担軽減に努め、人との交流で楽しみのある生活を提供します。

特殊浴槽と一般浴槽があり、身
体に不自由な方も安心して入浴
頂けます。

機能訓練指導員（理学療法士）がご本人
にあったリハビリをおこなっています。

　当事業所では、栄養バラン
スや彩り、食べやすさや利用
者様の嗜好を考えながら、
様々な工夫をし、おいしい食
事を提供しています。

　ホームヘルパーというと「家政
婦さん」「お手伝いさん」のよう
なイメージを持たれる方もいらっ
しゃるかもしれませんが、ヘルパ
ーは単に困っていることのお手伝
いやできないことの代行をするだ
けではありません。
　山鹿ヘルパーステーションでは、
高齢者の方や障がいをお持ちの方
が、住み慣れたご自宅でいつまで
も暮らしていけるように、生活援
助(掃除・買い物・調理等)や身体
介護(入浴介助､食事介助､排泄介
助等）を通した自立支援サービス
を提供させていただいております。
　利用者様のできること、できな
いことを見極めて、利用者様の力
を最大限発揮することができるよ
う、心身の両面から自立に向けた
サポートを行ってます。 お気軽にご相談ください。お気軽にご相談ください。

中央サロン
毎月 第2水曜日開催　
参加者13名　ボランティア7名

大浦サロン
毎月 第1木曜日開催　
参加者24名

姫井団地サロン
毎月 第1日曜日開催　
参加者7名　ボランティア2名

下原サロン
毎月 第3金曜日開催　
参加者12名　ボランティア7名

持松東サロン
毎月 第2・第4金曜日開催　
参加者13名　ボランティア4名

壁には、それ
ぞれ

塗った絵を飾
って

ますよ～！

今年97歳！！見えません！元気バリバリ！
鹿央地域のサロン参加者の中で1番のご長寿です。

ビーチバレーで身体も動かしながら声も出しながら
そ～れ～っ！つい、ムキになるところも面白いです♪

 内容（おおまかな１日の流れ）
　①自宅へお迎えします｡
②健康チェック
③食事
④入浴（一般浴・機械浴）
⑤リハビリ
（理学療法士による集団及び個別訓練）
⑥レクリエーション
⑦自宅へお送りします。

見学・半日体験受付中 !!
スタッフ大募集中 !!

随
時

まずは見学に来てみませんか？
希望される方は気軽にお問い合わせください。

未経験者の方でも大歓迎！
勤務日数・時間はご相談に応じます。
まずはお気軽にお問い合わせください。

～安心してご利用いただける事業所を目指して～

鹿央デイサービスセンター
（通所介護事業） 山鹿市鹿央町合里１６０８　

ＴＥＬ：（０９６８）３６－３８１１

上岩原サロン
毎月 5日開催　
参加者23名　ボランティア6名

皆で七夕飾りも
してますよ～!!
毎年近くの七夕神社
へ飾ってます!

地域の方からの
スイカの差し入
れで、乾いた喉
も潤います！
うまかぁ～♪
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センター情報センター情報ボランティアボランティア
ボランティア講座開催

　ボランティアに関する視点や技術の習得、ボランティアへの興味関心を高めることを目的として４
月１７日（水）にボランティア講座を開催しました。 
　今回は、“傾聴ボランティアくまもと”の中村先生を講師としてお招きし、レクリエーションを交
えながら傾聴の意義・役割や基本的な心構えを学ぶことができました。その後、山鹿市ボランティア
連絡協議会鹿央支部の壇支部長より実践発表がありました。これまでの活動報告からボランティアに
懸ける熱い思いを述べられ、最後はギター演奏で
盛り上がりました。参加者の方からは､｢大変勉強
になった。人のために山鹿市のために役に立ちた
い｡｣「職場から離れ、これからは区民の方々のお
世話がしたい｡」｢サロンでの接し方でも十分気を
つけたい｡」などの感想が寄せられました。 
　今回受講された皆様と一緒に山鹿でのボランテ
ィア活動がより良い方向に進んでいくように、ボ
ランティアセンターも頑張っていきます。

NPO法人山鹿もてなしたいが課題解決型学習で城北高校へ
　NPO法人山鹿もてなしたいの山本博さんが城北高校で講
師として約１カ月にわたる体験学習を実施されました。
　5月20日からスタートした講座は、グループワークを通
して解説話法や対話話法、自慢話法を知り、山鹿市の観光
案内に展開していきます。１分間のふる里自慢漫才や八千
代座に足を運んでの実習で高校生は課題解決能力がついて
きます。参加したのは医療福祉科の生徒です。山鹿の今を
見つめて考えた経験は将来、地域福祉にかかわる中できっ
と活かしていくことができます。

学校との意見交換会
　小中学校や高校と連携して福祉教育事業に取り組ん
で行くことを目的として、５月より各支所管内で学校
の先生方と意見交換を行っております。今年度も子ど
もボランティアリーダー養成講座やワークキャンプ、
疑似体験やサロン交流など子ども達に地域福祉を学ん
で頂く機会をつくっていく予定です。
　学校カリキュラムとのつながりやイベントの周知方
法などにおいて様々なご意見を頂きました。今後も連
携をより一層深められるよう取り組んで参ります。

　“山鹿居宅介護センター”は、ケアマネジャー11名で、様々な相談や依頼に対して迅速に対応し、

介護を必要とされる方が､自宅で適切にサービスを利用できるように、心身の状況やご本人・ご家族の

意向等に沿ってのケアプラン作成や、サービスを提供する各事業所との連絡・調整を行っています。

当事業所は、社会福祉士・看護師・歯科衛生士・介護福祉士とケアマネジャーになるための基礎資格

も多様で、職員同士の自己研鑽にも

日々努めております。

　居宅といってもなかなかなじみが薄

く、ケアマネジャーという名称でご存

知の方も多いと思います。今後さらに

地域のみなさまに貢献できるよう、山

鹿市社会福祉協議会のモットーである

「みんながつくる、みんなでつくる、

みんな安心・福祉のまち」を目標に、

頑張っていきたいと考えております。

目　　的　市民後見人に対する関心と理解を深めていただくとともに、判断能力が不十分な方が成年
　　　　　見制度を適正に利用できる仕組みづくりを進めるために市民後見人養成講座を開催します。
　
対 象 者　山鹿市に住所があり、ボランティア精神
　　　　　を持ち、社会貢献への意欲と熱意のある
　　　　　方で、成年後見制度に関心のある方及び
　　　　　将来市民後見人として活動できる方
　
定　　員　実践編１０名
　
募集期限　７月１８日（木）まで
　
受 講 料　無料
　
日　　程　＜基礎編：どなたでも受講できます！＞　
　　　　　７月２０日（土）９：００～１２：００
　　　　　※基礎編を受講され、関心を持たれた方は引き続き実践編を受講することができます。
　　　　　＜実践編＞　第１回　７月２７日（土）　９：００～１６：１０
　　　　　　　　　　　第２回　８月 ３ 日（土）１０：００～１７：００
　　　　　　　　　　　第３回　８月１０日（土）１０：００～１５：１０
　
会　　場　鹿本市民センターひだまり他

山鹿居宅介護センター

申込み・問い合わせ先
　山鹿市社会福祉協議会　やまが成年後見センター　TEL0968-36-9211

～観光ボランティア養成講座～

山鹿市宗方通105
ＴＥＬ（0968)36-9820

「市民後見人養成講座」受講生募集「市民後見人養成講座」受講生募集「市民後見人養成講座」受講生募集
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月の心配ごと相談予定表月の心配ごと相談予定表月の心配ごと相談予定表7・8・97・8・97・8・9
事前予約が必要です。
法律相談、司法書士相談相談時間は午前9時～正午。

（法律・司法書士相談は、午前10時～正午）
どこの支所でも相談に応じます。

相談無料相談無料

７
月

８
月

９
月

1

24
法律相談

22
法律相談

2622
法律相談

法律相談
（午後もあります）

23

法律相談

法律相談

27

司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）

司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）一般相談

5
一般相談

2
一般相談

2
一般相談

6
一般相談

3
一般相談

3
一般相談

7
一般相談

4
一般相談

4
一般相談

1
一般相談

5
一般相談

5
一般相談

2
一般相談

6
一般相談

19

20

16

16
司法書士相談
（登記関係）

21
司法書士相談
（登記関係）

9
司法書士相談
（成年後見･多重債務・

登記関係）
司法書士相談
（登記関係）

※本所・山鹿支所の法律相談は、偶数月は午前10時～午後3時まで延長します。
※一般相談は予約制ではありませんので、お待ち頂く場合がございます。

ふれあいサロンボランティア養成講座

日　　時　７月２２日（月）
　　　　　午後２時～
会　　場　山鹿健康福祉センター
募集人数　山鹿市内の高校生３０人程度
保 険 料　３５０円（ボランティア活動保険料）
申込み先　やまがファミリー・サポート・センター
　　　　　電話44-8800

心配ごと相談員研修会を
開催しました。

　ふれあいサロンを支えていただくボランティアの養成講
座を開催します。
　地域の為に、又自分自身の為に活動いただける方は、社
協の各支所迄ご連絡下さい。お待ちしております。
■１日目（講話）
　　日時：７月２４日（水）午後１時３０分～
　　場所：鹿本ふれあいセンター
■２日目（体験）
　　日時：７月２５日～８月３１日のうち１日
　　場所：希望する地域のサロン

保育ボランティアに興味がある人大募集保育ボランティアに興味がある人大募集保育ボランティアに興味がある人大募集
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児童福祉事業収入
1,803万3千円

障害福祉サービス等
事業収入1,849万4千円

会費収入 1,545万6千円

寄付金収入
850万円

分担金収入349万7千円

その他の収入
139万6千円

積立資産取崩収入
796万7千円

受取利息
配当金収入
7万4千円

繰越金
1億7,921万6千円 法人運営費

　6,338万6千円

地域福祉事業費
4,211万8千円

ボランティア
センター事業
175万3千円

施設管理費
7,594万8千円

⎛訪問介護・訪問入浴介護事業　　　⎞
⎝居宅介護支援事業・老人デイサービス事業⎠

成年後見センター事業費
2,693万9千円

共同募金配分金による
事業費 665万6千円

当期末支払資金残高
（繰越金）
1億6,678万3千円

予備費
100万円収入

5億9,984万 5億9,984万
支出

（単位/円）（単位/円）

●社協会費・寄付金・共同募金配分金で実施する主な事業

●山鹿市 及び 熊本県社協からの受託事業

●自主事業

※熊本県共同募金会 山鹿市共同募金委員会事務局も行っています。

人材育成のために

高齢者・障がい者への支援 ひとり親家庭等支援のために 子育て支援のために その他

みんなで支えあう
地域づくりのために ボランティアセンター事業 心配ごと相談

71万7千円 1,825万3千円 244万7千円

377万1千円 173万5千円 17万9千円

138万7千円

264万6千円

●子どもボランティアリーダー養成講座
●ワークキャンプ
●ボランティア講座
●高校生のための保育ボランティア講座
●災害ボランティア講座
●子育てサポーター養成講座
●音声訳ボランティアフォローアップ研修

●ボランティア活動の需給調整 
●ボランティア連絡協議会との連携 
●ボランティア団体の活動支援 
●災害ボランティア体制の整備 
●防災のつどい 

●生活支援サポートセンター事業
●音声訳録音による情報の提供
●はつらつ百年塾

●福祉実態調査　●座談会 
●小地域ネットワーク事業 
●福祉協力員の設置と育成
●地区社協、校区社協支援
●見守りネットワーク活動
●あったか地域活動支援
●共同募金地域配分
●民生児童委員との連携
●高齢者等見守り支援体制事業

●子育てサロンの支援
●子育てサポーター派遣事業
●子育て支援研修会

●一日親と子のつどい
　（親子旅行）
●小学校入学・中学校卒業祝い
（図書カードの寄贈）

●一般相談
●司法相談
●法律相談

●広報紙（キャッチボール）の発行
●ホームページの運用 
●福祉団体への助成 
●福祉機器の貸与 
●供養事業 

　平成3１年3月 理事会と評議員会を開催し、令和元年度の事業計画と予算が議決されました。
　地域社会における生活課題や福祉に対するニーズは複雑・多様化する中で、その解決にあたっては、公
的サービスだけでなく、地域での支え合いや、ＮＰＯ、社会福祉法人、民間事業所等の協力のもとに、安
全・安心な暮らしづくりを地域全体で進めることが重要になっています。誰もが住み慣れた地域で安心し
て暮らせる地域社会の実現に向け、福祉人材の育成、地域における見守りﾈｯﾄﾜｰｸ活動を住民参画のもとに
強化し、行政や各関係機関との更なる連携により地域福祉活動を展開いたします。

●センター管理事業………………… 6,107万4千円
●ふれあいサロン事業………………… 988万5千円
●生活福祉資金貸付事業 ……………… 242万2千円
●地域福祉権利擁護事業 ………………  264万3千円

●生活支援サポートセンター事業(一部受託)…107万3千円
●ファミリー・サポート・センター事業………… 298万円
●成年後見事業（一部受託）……………………509万4千円

補助金収入
35,568,000
補助金収入
3,738万8千円

福祉タクシー
事業費　66万3千円

障害児通所
支援事業費
1,315万8千円

令和元年度 事業計画と予算が決まりました

⎛介護保険事業　　　⎞
⎝障害者総合支援事業⎠
⎛介護保険事業　　　⎞
⎝障害者総合支援事業⎠

⎛訪問介護・訪問入浴介護事業　　　⎞
⎝居宅介護支援事業・老人デイサービス事業⎠

令和元年度 事業計画と予算が決まりました

●成年後見センター事業 2,062万6千円(成年後見事業1,778万6千円・地域福祉権利擁護事業284万円)
●介護保険等事業 2億812万9千円（居宅介護支援・訪問介護・通所介護・福祉タクシー事業　他）
●障害児通所支援事業 1,349万7千円（こじか園）  

介護保険事業等収入
　　2億1,075万4千円
介護保険事業等収入
　　2億1,075万4千円

事業収入
1,389万4千円
事業収入
1,389万4千円

受託金収入
8,517万1千円
受託金収入
8,517万1千円

介護保険・
障害福祉サービス事業費
　　　2億143万6千円

介護保険・
障害福祉サービス事業費
　　　2億143万6千円

　4月19日に心配ごと相談員研修会を開催
し、一般相談員23名の方が参加されました。
　今回は、山鹿簡易裁判所及び山鹿調停協
会の協力を頂き、調停制度について模擬調
停を交えた研修を実施しました。申立人、
相手方の話を聞くことで、双方が納得のい
く答えを導き出せることがあるということ
を学ぶことが出来ました。
　この研修会で学んだことを糧に、今後の
相談業務に活かして頂きたいと思います。

受講生募集 !!
～余暇時間の活用をしてみませんか？～

高校生のための保育ボランティア講座
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鹿
市
社
会
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協
議
会
へ
貴
重
な
ご
寄
付
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
芳
志

に
添
い
ま
す
よ
う
、
山
鹿
市
の
地
域
福
祉
の
向
上

の
為
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令和元年度　重 点 目 標
１．第３期地域福祉活動計画の推進
２．経営健全化計画の推進
３．本所等の事務所移転に関する検討
４．地区座談会・福祉学習会の開催
５．総合相談・生活支援体制づくり
６．介護保険事業所等の安定的経営

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　
　
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

会
　
長

　
栗
　
原
　
辰
　
也

　
新
緑
の
候
を
経
て
、
日
増
し
に
暑
さ
厳
し
い
初
夏
を
迎
え
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
並
び

に
本
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
各
種
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
、
家
族
・
地
域
社
会
と
の
関
係

性
の
変
化
等
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
社
会
的
孤
立
、

虐
待
、
引
き
こ
も
り
、
生
活
困
窮
等
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
・
医
療
・

介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
制
度
・
分
野
ご
と
の
「
縦
割
り
」
や

「
支
え
手
」
「
受
け
手
」
で
は
な
く
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な

主
体
が
「
我
が
事
」
と
し
て
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代

や
分
野
を
超
え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
「
地
域
共

生
社
会
の
実
現※

１
」
を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て

も
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
及
び
「
社
協
・
生
活

支
援
活
動
強
化
方
針
（
行
動
宣
言
と
第
２
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
）
：
全
社
協
」
に
基
づ
き
、
本
会
の
基
本
理
念
「
み
ん
な
が
つ
く

る
　
み
ん
な
で
つ
く
る
　
み
ん
な
安
心
・
福
祉
の
ま
ち
」
の
実
現
を

目
指
し
、
「
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
着
実
な
実
行

並
び
に
多
様
化
す
る
生
活
課
題
・
福
祉
課
題
に
対
し
て
、
そ

の
解
決
に
向
け
た
個
別
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
福
祉
人

材
の
育
成
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を

住
民
参
画
の
も
と
に
強
化
し
、
行
政
、
社
会
福
祉
法
人
、
関

係
機
関
・
団
体
等
と
の
更
な
る
連
携
に
よ
り
地
域
福
祉
活
動

を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
制
度
改
正
に
伴
う
減
収
や

職
員
不
足
等
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
事
業

体
制
の
再
構
築
並
び
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
ま

す
。

　
社
協
運
営
に
関
し
て
は
、
会
費
・
寄
付
金
や
補
助
金
・
委

託
金
、
そ
の
他
の
財
源
の
安
定
的
確
保
並
び
に
事
務
事
業
の

見
直
し
を
「
経
営
健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
山
鹿
市
よ
り
「
本
所
等
の
事
務
所
移
転
に
係
る
要

請
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
に
基
づ
き
児
童
支
援
事
業
所
「
こ

じ
か
園
」
及
び
本
所
・
山
鹿
支
所
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の

移
転
に
関
し
、
事
務
所
建
設
も
含
め
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
日
増
し
に
暑
さ
厳
し
い
日
々
と
な
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
方
に
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
に
て
お
暮
ら
し
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令和元年度　重 点 目 標

※

１
「
地
域
共
生
社
会
」
と
は

　
　
　
制
度
・
分
野
ご
と
の「
縦
割
り
」や「
支
え
手
」「
受

　
　
け
手
」
で
は
な
く
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主

　
　
体
が
「
我
が
事
」
と
し
て
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と

　
　
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が

　
　
る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が

　
　
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
社
会
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山鹿市社協だより

この社協だより「キャッチボール」は、共同募金配分金の一部を活用させていただいています。

夏

発行／社会福祉法人 山鹿市社会福祉協議会
〒861-0531　熊本県山鹿市中578番地　TEL:0968-43-1134　FAX:0968-36-9310

社協だより「キャッチボール」では、地域で頑張っている方の
お写真を募集しています。詳しくはお問い合わせ下さい。

E-mail:yamaga@yamasha.or.jp　URL:http://www.yamaga-shakyo.com/ 検 索
●鹿本支所 ☎４６-２２０６
●鹿央支所 ☎３６-３８１１

●鹿北支所 ☎３２-２６９６
●菊鹿支所 ☎４８-５０６０

●本所・山鹿支所
　　☎４３-１１３４

●やまが成年後見センター
　　　☎３６-９２１１

会長あいさつ／令和元年度重点目標……………②
令和元年度事業計画・予算………………………③
ボランティアセンター情報………………………④
ふれあいサロン紹介（鹿央地域)…………………⑤
支所だより……………………………………⑥・⑦
鹿央デイサービスセンター/山鹿ヘルパーステーション…⑧
山鹿居宅介護センター事業紹介/市民後見人養成講座受講生募集…⑨
心配ごと相談予定表／心配ごと相談員研修会…⑩
ふれあいサロンボランティア養成講座受講生募集…⑩
高校生のための保育ボランティア講座…………⑩
ご寄付者紹介………………………………………⑪
１日親と子のつどい事業開催……………………⑫
福祉実態調査へのご協力のお願い………………⑫

夏 1日親と子のつどい事業開催！1日親と子のつどい事業開催！
内　容　中学生以下のお子さんがいらっしゃるひとり
　　　　親家庭等に日帰り旅行を楽しんでもらうこと
　　　　を目的に企画しました。
　
日　程　８月１８日（日）グリーンランド（荒尾市）
　
定　員　１６０名（先着順）
　
対　象　山鹿市内在住のひとり親家庭の方
　　　（親子で参加が可能な方）
　
参加費　大人・中学生　１,０００円
　　　（小学生以下 ５００円　※3歳未満は無料）
　
申込期間　7月１日～７月３１日
　　　　　※先着順のため、定員に達し次第締切りとなります
　
募集要項　①代表者の氏名･住所･電話番号
　　　　　②参加人数
　　　　　③参加者全員の氏名・性別・年齢
　　　　　上記を記入の上、メール・ＦＡＸ・はがきで
　　　　　申し込みください。
　
　ハガキ／〒861-0406  山鹿市菊鹿町下内田2065-1
　メール／info@airakanko.co.jp
　ＦＡＸ／0968-48-3744

※天候等によりツアーの内容が一部変更になる場合もございます。また、台風等により中止となる場合もあり
　ますのでご了承ください。
※お子様の年齢や身長（120㎝未満）によって利用できるアトラクションに制限があります。

イベント企画：山鹿市社会福祉協議会

問い合わせ・申し込み・支払先

株式会社あいら観光

TEL.0968-48-3888　FAX.0968-48-3744
http://www.airakanko.co.jp

旅行企画・実施/㈱あいら観光
熊本県知事登録第2-169
旅行業取扱管理者：宇野和廣
取扱事務局/熊本県山鹿市菊鹿町下内田2065-1
（一社　全国旅行業協会　正会員）

福祉実態調査へご協力のお願い福祉実態調査へご協力のお願い福祉実態調査へご協力のお願い
　本会では、毎年各地域の民生委員児童委員様にご協力いただき、下記の方を対象に福祉実態調査を実
施しております。
　この調査は、山鹿市における要援護者の把握並びに災害時要援護者の支援及び平常時の見守り体制の
確立、新たなニーズへの対応を図ることを目的に毎年実施しております。
　７月から、担当の民生児童委員様が、調査のため対象世帯を訪問され
ますので、ご理解・ご協力のほどお願い申し上げます。
　ご協力いただいた個人情報の取り扱いに関しては、同意を得たうえで
慎重に取扱い致します。
　不明な点等ございましたら本会までお問い合わせください

調 査 対 象 者

①独居高齢者世帯（６５歳以上）
②高齢者世帯（６５歳以上）
③ひとり親世帯（母子世帯・父子世帯等）
④要援護者世帯（介護が必要な方がおられる世帯）
⑤その他の要援護者世帯（何らかの支援が必要と思われる世帯）

＜調査様式＞

　菊鹿小学校４年生(現５年生)がふれあいサロン
を訪問しました。あやとり等の遊びを教えてもら
った後はみんなで、はいポーズ！

※詳細は７ページの菊鹿支所だよりへ


